
ゆみ,99.247-253｡

論 文

1)近藤四郎･江藤盛治･茂原信生 .羽倉信彦 (1975)

:ニホソザ/レ(志賀A群)の骨格発育状況｡生理生

倍.16,65-71｡
2)労本光雄 (1975):ニホンザ/レ志賀A群における皮

膚隆繰系について｡生理生態.16,73-75｡

3)岩本光雄 (1975):ニホソザル志賀A群における四

肢寄塾について｡生理生態,16,77-79｡

4)岡田守彦 (1975):手指の皮膚温からみたニホンザ

Jt,志賀A群の局所耐寒性｡生理生温 16,81-85.

5)渡辺 毅 (1975):生体計脚からみたニホンザル志

賀A群の特徴｡生理生W.16,55J3｡

6)Okada,M.,H.IshidaandT.Kimura(1976):

Biomechanicalfeaturesofbipedalgaitinhu･

manandnonhumanprimates.HBfomcchmu-cs"

(1仁A.P.Ⅴ.Komied.).pp.303-310,University

Parkpress,Baltimore.

7)Tokura.H..F.Hara.M.Okada.F.Mekataand

W.Ohsawa(1976):Effectofclippingthecoat

in thethermoregulatory responsesinthe

Japanesemacaque(Macaca/uscGta).JGtI.).

Physiot..26,127-132.

報 告 そ の 他

1)渡辺 毅 (1976):アマ'/ソのサJt,の形腿 ･分和の

問題点｡モンキー,20,54-81｡

2)渡辺 毅 (1976):世界のサ/レとこホソザ/レ｡アニ

マ.No.34.36｡

3)渡辺 裁 く1976):何米の動物の由来と大陸移動説｡

アニマ.No.44.34-35｡

学 会 発 表

1) アカホエザルにおける性差と年令変化

渡 辺 毅

第30回日本人類学会日本民族

学会連合大会 (1976)

2) アヌビスヒヒとマ./トヒヒの雑種社会

河合雅雄･岩本光雄

庄式事弟･菅原和挙

れ30回日本人籾学会日本民族

学会迎合大会 (1976)

神経生理研究部門

久保田 攻 ･松波 統一

酒井 正樹 ･三上 帝允

1) 視覚追跡運動中の訴追補正に伴う大脳皮質ニ&-ロ

ソの可逝性の研究

松波詑-,久保田奴,浜田生馬

サルに祝詑追跡運動を行なあせ,種々の運動のパラメ

ータを外部から操作して,積極的に誤りを起こさせ,サ

ルがこの誤りを克服して行くメカニズムを運動野ニュー

ロンの発火様式の変化としてとらえ,調べてゆく｡

2) 下側頑固及び前頭前野の神経生理学的研究

三上章允,久保田読

下側頭回及前頭前野には,複雑な視覚バターン刺激に

応答する細胞が存在すること,又,下側頭回の破壊が現

先性の弁別,短期記憶に陣啓を与えることから,この部

は,拓次の祝賀m報処取こ関与しているものと考えられ

ている｡本研兜では,サルに注視行動をオペラソト条件

づけし,各租の祝31L刺款を与えると;糊こ,行動の条件を

変えて.ニューロソ活動を記録することにより,下側頭

回と肌所的野における祝脚花稚処理伐mを解析 してい
る｡

3) 随忠E!動乃現時に死生する超勤野ニューロソのシナ

プスTE位の研究

松村誠一,久保田攻

防悪逆動に先行して発射活動を示す運動野ニ1-ロソ

那,どのような性TrのシナプスTE位を受けているかを調

べるために.光刺激を手掛りとして手首の屈伸遊動を行

っているサ)i,から細胞内記録法を用いて膜電位を苛出

し,随忠n!動との時叩四隣を解析している｡

捻 悦

1) 久保田 放 (1976):訊遊動の皮質性制御｡'-顎運動と

そのメカニズム■一(東京医科歯科大学,歯学部顎 口

腔絶合研究施設荊).pp.公3-239.日本歯科評論社｡

2) 久保田 比 (1976):脳と行動への神歴科学的アプロ

ーチ｡●'感覚と行動の神経機構り(特定研究 ｢神経科
学｣総括班研究報告か4),pp.117-125,産業図否｡

論 文

1)Kubota,K.(1976):Motoneuronemechanisms:

suprasegmentalcontrols."MasiicaiEon and

SwaZlowingIBioZogicaLandcZinicaZcorrclatesJ'

(B.J.SessleandA.G.Hannam,eds.).pp.60

-75,Univ.ofTorontoPress.

2)Kubota,冗.(1976):Prefrontalprogrammingof

leverpressingreactioninthemonkey."Mech-

anismsTransmissionofSignalsforConscious

Bchaviour"(T.Desiraju,ed.),pp.61180.EIsevier

ScientificPublishingCompany.

3)Kubota.冗.,andS.Kojima(1976):Prefrontal

ur)itactivityofundertrained monkeysin

delayed-responsetasks.''TheMotorSystcmI

- 9--



Ncuro♪hysioZogyandMuscleMcchanisms"(M.

Shahani.ed.),pp.317-332,EIsevierScientific

PublishingCompany.

4)Toyama.冗.,andK.Matsunami(1976):Con-

vergenceofspecificvisualandcommissureal

impulsesupon inhibitory interneuronesin

cat'svisualcortex.Ncuroscience,1.107-112.

学 会 発 表

1)Relation between activity in rednucleus

neuronsandforceinatrackingtaskinthe
Cat.

Ghez,C.,andK.Kubota,

SixthAnnualMeetingoftheSocietyfor
Neuroscience.

NeuroscienceAbstract&Vol.ⅠⅠ,Part1.P.
542.(1976).

2)Singleunitactivityinthedorsomedial parts

ofprefrontalandpremotorregionsinthe

visuallyconditionedmotortad inmonkeys.

Sakai,M.

SixthATmualMeetingoftheSocietyfor
Neuroscience.

NeuroscienceAbstracts.Vol.II.Part1.p.

126.(1976).

3) Inferotemporalunitactivity and acolor

memorytask.

Mikami.A･,K.Kubota.andM.Tonoike.

第53回日本生理学会大会

J･Physiol･Soc･Japan.38,1151116,(1976).

4) Unitactivityinarea6andtheisometricvolu･

ntarycontractioninrlleSuSmOnkey&

Sakai.M.

第53回日本生理学会大会

J･Physiol･Soc･Japan.38,108.(1976).

5) ｢脳と心｣の問題への神経生理学的アプローチ

久 保 田 扶

日本心理学大会弟40回大会発表論文集 P.538

(1976).

6) サルの左右の上肢の随意運動と皮質運動野の細胞活

動について

松波謙一,浜田生馬

第6回日本尉汲筋電図学会学術大会抄録集

(1976)

7) 精密なコントロールを粟する随意運動と前運動野ニ

ューロンの活動

浜田生馬,久保田競 .

弟23回生理学中部談話会 (1976)

日本生理学雑誌,39巻 P16

心理研究部門

主伏靖子 ･浅野俊夫

小嶋祥三 ･松沢哲郎

研 究 概 要

1) 大脳半球の機能の非対称性について

宝伏晴子･南雲純治1)

左右大脳半球間の損能分化は,ヒトのみにみられる特

性の一つと考えられてきた｡しかし最近の資料は,特走

の条件下の行動において,アカゲザルにも同様の事実が

見出されることを示唆している｡切断脳のアカゲザルを

用いて,次の二つの側面から南半球の行動統制に非対称

性が認められるか香かが検討された｡1)斜紋の方向弁別

とカテj'ラ1)ゼ～シぜソ,2)条件性継持弁別で,左右半

球が競合する手がかりを与えられた場面における反応決

定｡

2)行動の損能的等価性に飼する突放的研究

室伏椅子 ･小嶋祥三 ･南雲純治

ニホソザルの餌に対する心理的距舵の尺度を構成する

ために,餌までの待ち時間を変数とする稜々のスケジユ

ールの2塩が同時に示された場合に,サJL,がどちらをよ

り好むかが測定された｡結果は,従来のハトやネズミの

資料に比放して,サルの場合はより長い単位時間に対し

て敏感であること,個体のもつ反応速度やバターンに大

きく影響されることを示している｡

3) ニホンザルの社会的行動と個体間関係

A.タルクビーニ2)･畠伏晴子

1.ニホンザルのワカオスの2匹および3匹の組み合

せによる観察結果の分析は,相互のグルーミングやマウ

ンティング行動が,攻撃的行動にあらわれる優位皮の偏

位と,特定の個体間の友好関節こよって決定 されるこ

と,第3の動物の存在はより優位な個体の攻撃性を増す

ことを明らかにした｡

2.ケージ内および箕面群における子ザJt,(3-26
月)の発達に伴う社会的行動の変容が,情報理論にもと

づく行動連鎖の分析法によって解析された｡

4)-トの選択行動における報酬遅延の効果について3)

浅 野 俊 夫

5) 霊長規の短期記位に関する行動分析

小 嶋 祥 三

1) 文部技官

2) 研修員 (イメリーからの国費留学生)

3) カI)フ*JI'ニア大学サンディェゴ校にて研究
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